
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本各地では戦争の遺産が多く残されています。 

戦後 80年をきっかけに平和についてみなさんも考えてみましょう。 
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今後も平和な世界を作るため 

９条連と連帯していこう！ 

 

憲法９条世界へ未来へ連絡会（９条連）と、JR 東労組をはじめとした JR 総連傘下組織は８．２３集会を開催しまし

た。 

主催者の挨拶… 憲法９条を掲げるのは違和感がある。なぜならば平和があたり前な世の中であれば必要がないことで

あるからだ。運送業は戦争が始まれば真っ先に徴兵の対象になる。私たちに戦争は無関係ではない。 

JR貨物労組「戦没した船と海員の資料館見学」 

・戦争がはじまると船の仕事（運送）をおこなっている人々が徴兵

に行く真っ先に対象になります。私たち鉄道で働くものも無関係

ではありません。 

５連協「松代平和研修」 

・天皇を戦火から守るため長野県の松代地域に大きな洞

窟を掘り松代大本営を作る計画がありました。工事が７

５％程度進捗したところで終戦を迎えました。 

工事には弱い立場の労働者や朝鮮人などが強制労働を強

いられた歴史があります。 

JR西労 「広島原爆」 

今年は原爆投下から８０年になります。労働組合の

立場からも戦争、核兵器の廃絶を訴えていくことは

大切なことです。 

JR東労組「沖縄平和研修」 

・日本にある米軍基地のうちほとんどが沖縄にあります。今

後台湾有事に備え沖縄の米軍基地にミサイルが配備される

とそれだけで他国から狙われるということが発生しかねま

せん。新基地建設反対の座り込み行動を行いましたが権力

に屈してしまいました。と報告がありました。 

JR北海道労組 「国内初地対艦ミサイル発射訓練」 

・北海道の静内対空射撃場ではミサイルを海に向かい発射する訓練が開始されました。しかし地域の人々の話によると関

心は薄く、訓練中は漁に出られないため国からの支援金が出るとのことで訓練を歓迎する声もあるということです。 


